
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号

航
空
機
内
で
行
な
わ
れ
た
犯
罪
そ
の
他
あ
る
種
の
行
為
に
関
す
る
条
約
第
十
三
条
の
規
定
の
実
施
に
関
す
る
法
律

（
機
長
の
引
き
渡
す
者
の
受
取
り
）

第
一
条
　
航
空
機
内
で
行
な
わ
れ
た
犯
罪
そ
の
他
あ
る
種
の
行
為
に
関
す
る
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
機
長
の
引
き
渡
す
者
の
受
取
り
は
、
警
察
官
又
は
入
国
警
備
官
（
次
条
に
お
い
て
「
警

察
官
等
」
と
い
う
。
）
が
行
な
う
。

２
　
入
国
警
備
官
は
、
前
項
の
者
を
受
け
取
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
警
察
官
に
引
き
渡
す
も
の
と
す
る
。

（
制
止
）

第
二
条
　
警
察
官
等
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
取
つ
た
者
（
以
下
「
重
罪
容
疑
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
航
空
機
に
再
び
乗
り
込
む
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
行
為
を
制
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
拘
束
）

第
三
条
　
警
察
官
は
、
重
罪
容
疑
者
に
つ
い
て
逃
亡
犯
罪
人
引
渡
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
規
定
に
よ
る
引
渡
し
に
係
る
犯
罪
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
拘
束
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
拘
束
は
、
こ
れ
を
開
始
し
た
時
か
ら
七
十
二
時
間
を
こ
え
て
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
き
逃
亡
犯
罪
人
引
渡
法
の
規
定
に
基
づ
く
犯
罪
人
の

引
渡
し
の
請
求
が
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
予
備
調
査
）

第
四
条
　
警
察
官
は
、
条
約
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
予
備
調
査
を
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
重
罪
容
疑
者
に
つ
い
て
、
取
調
べ
を
行
な
い
、
又
は
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
所
持
す
る
物
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
。

二
　
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
参
考
人
を
取
り
調
べ
、
実
況
見
分
を
し
、
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
の
所
有
者
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者
に
そ
の
物
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
。

２
　
警
察
官
は
、
前
項
の
権
限
を
行
使
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
当
該
航
空
機
に
よ
る
運
送
を
不
当
に
遅
延
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
拘
束
を
終
了
す
る
場
合
の
措
置
）

第
五
条
　
警
察
官
は
、
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
重
罪
容
疑
者
の
拘
束
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
き
は
、
こ
れ
を
入
国
警
備
官
に
引
き
渡
す
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
法
律
は
、
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
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